
CS こひつじ科礼拝式次第 

2021 年 8 月 15 日 午前 9 時 30 分 

 

２０２１年度年間テーマ：「光の子として歩もう！～イエスさま 来てください～」 

テーマ曲：ワワワいっしょに（９２番） 

暗唱聖句：「あなたの御言葉は、わたしの道の光 わたしの歩みを照らす灯。」 

                詩編 １１９編 １０５節 

１０、ことりたちは（こどもさんびかをお用いください） 

おいのり 礼拝に招かれたことを感謝しましょう 

せいしょ  コリントの信徒への手紙一１３章４～７節 

 

愛は忍耐強い。愛は情け深い。ねたまない。愛は自慢せず、高ぶらない。礼を失せず、自分の利益を求め

ず、いらだたず、恨みを抱かない。不義を喜ばず、真実を喜ぶ。すべてを忍び、すべてを信じ、すべてを望

み、すべてに耐える。 

 

 

子どもカテキズム問６１：第十戒は何ですか。 

        こたえ：「隣人の家を欲してはならない」です。 

        問６２：第十戒で神さまが願っておられることは、何ですか。 

        こたえ：神様は、私たちに必要なものを与えてくださいます。しかし、人は、少しで

も多くのものを自分のものにしようと欲しがります。むさぼりの心こそ、偶像礼拝です。それを考え、

実行してはいけない、ということです。むしろ、神様は、私たちの心を人の幸せを願うように造り変え

てくださいました。ですから、私たちは、神様から与えられたものに満足し、感動し、人に与えること

を喜びとするのです。 

 参考教理問答 ウエストミンスター大教理問答問１４６－１４８ 

        ウエストミンスター小教理問答問７９－８１ 

        ハイデルベルク信仰問答１１３ 

        ジュネーブ信仰問答２１３―２１５ 

おはなしとおいのり  「心の中で思うこと」       狩野 照乃先生 

おはようございます。５月２日の私の奨励から始まりました「十戒」の学びは、いよいよ終盤を迎

えました。今日は第十戒のいましめです。第十戒は「隣人の家をむさぼってはならない」です。「む

さぼる」とは、どういうことなのでしょうか。この言葉の意味を調べると「飽きることなく欲しがる

こと」などと書いてあります。つまり第十戒は、隣人（自分以外の人）のものを欲しがらないように

ということをいましめています。それは、私たちが欲しがることをよくご存じの神さまが私たちに



隣人を愛するとはどういうことなのかを教えています。そして今日の聖書箇所は、愛とはどんなこ

となのかを教えておられる箇所なのです。 

 「愛は忍耐強い。愛は情け深い。ねたまない。愛は自慢せず、高ぶらない。礼を失せず、自分の利

益を求めず、いらだたず、恨みを抱かない。不義を喜ばず、真実を喜ぶ。すべてを忍び、すべてを信

じ、すべてを望み、すべてに耐える。」 

 「こんな難しいことは守れないよ！」と、誰もがそう思ってしまいますが、神さまは私たちをがん

じがらめに縛り付けるために十戒をお与えになったのではないということを、忘れずに思い起こし

てください。神さまは、私たちを罪の奴隷状態から救い出すために、愛する独り子イエスさまをこ

の世に与えてくださいました。私たちはすべてのいましめを聞き従い、守ることはできなくても、

神さまによって真に愛されている者として、神さまが求めておられる、愛のおこないを実現する努

力をすることが大切なのです。 

 神さまはわたしたちの心の中もすべてご存知ですから、言葉や行動だけでなく心で思うこともそ

うしなさいと求めておられます。これはとっても難しいことです。特に大人は、他人に対して思っ

ていることが、言葉や行動と違うことがよくありますから、子どものみなさんより難しいのではな

いかと思います。神さまは「我慢しなさい」ではなく「満足しなさい」と願っておられます。 

 第十戒で神さまが願っておられることは「いま自分が持っているもので満足すること」なのです。

「あなたにとって必要なものは与えてあるので今あるもので満足するように」と神さまはおっしゃ

っています。私たちは、神さまから与えられたものに満足し、感動し、人に与えることを喜びとする

ように造られています。私たちが神さまから愛される者として生きるために、神さまと同じように

隣人を愛すること、これを神さまは願っておられるのです。 

 

お祈り：すべてを創られた主なる神さま、今週も御言葉を学ぶときを与えてくださり感謝します。

神さまは私たちに愛を教えてくださいました。わたしたちがこれをいつも心に留めて、神さまに喜

ばれる思いと言葉と行いをすることができますように。今週も神さまにすべてを委ねて、お互いを

思いやり、喜びの中で、主と共に歩んでいくことができますように。わたしたちの救い主イエスさ

まのお名前を通してお祈りします。アーメン。 

 

 ⁂ 小さなお子さまには、話の内容等をわかりやすく、年齢に合わせて嚙み砕いてお話くださいます

ようお願い致します。 

 

（けんきん）会堂 2 階掲示板下の机に献金箱を設置しました。 

おいでの際におささげください。 

 

８５、僕の心の中が（こどもさんびかをお用いください） 


